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高
山
寺
所
蔵
「
東
寺
講
堂
指
図
」

　
　
　
　
　
　
　
一

　
二
つ
「
東
禁
講
堂
指
図
し
に
京
祁
市
栂
尾
高
山
寺
所
蔵
の

重
心
文
化
財
つ
高
山
寺
や
教
知
」
中
に
介
宍
八
て
い
る
。
現

在
心
幣
理
番
号
に
甲
二
五
三
号
で
ぐ
八
字
文
殊
法
Ｌ
、
「
宝
楼

閣
法
」
、
つ
東
寺
講
堂
五
万
薩
中
方
吃
‥
薩
事
」
と
共
二
回
点
て

一
巻
に
装
憤
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
’
」
の
装
憤
比
比
較
的
最

近
心
こ
」
と
て
、
し
か
七
特
に
関
係
の
ふ
る
孔
心
か
入
目
せ
て
二

巻
に
し
た
わ
汁
で
‐
９
。
回
べ
い
。

　
「
東
加
講
堂
指
図
」
の
料
紙
に
漉
返
し
の
・
斐
紙
一
紙
を
用
い
、

寸
法
に
縦
３
０
.
　
２
ｃ
ｍ
’
枇
５
２
.
　
５
ｃ
ｍ
、
右
端
下
方
に
「
方
便
智
‥

院
」
の
長
方
形
朱
印
が
捺
さ
れ
て
い
ろ
。
端
裳
書
に
は
つ
東

寺
講
堂
指
図
私
」
、
「
勧
内
上
」
（
別
筆
）
、
「
東
第
六
」
（
又
別
筆
乙

と
ふ
。
ろ
が
、
卜
牡
に
よ
足
て
木
指
図
は
何
処
の
図
で
あ
る
か

が
明
に
さ
れ
ろ
。

　
東
寺
講
堂
の
・
古
い
指
図
に
、
本
指
図
以
外
に
東
宝
記
京
二
、

講
堂
０
項
所
収
０
「
御
軍
図
帳
に
及
び
「
当
時
見
在
様
」
指

図
の
二
つ
が
ム
・
る
が
、
こ
牡
等
を
比
較
検
討
し
て
八
る
と
幾

多
の
相
違
点
が
認
め
ら
れ
ろ
。
建
築
に
つ
い
て
八
後
に
譲
り
、

先
に
仏
像
等
の
配
置
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
そ
こ

で
こ
の
高
山
々
木
指
図
と
「
当
時
現
在
様
」
指
図
（
以
下
東

宝
記
指
図
と
略
称
す
ろ
ご
　
と
の
相
違
点
の
八
を
表
示
す
れ

ば
次
心
如
く
で
か
ろ
。

　
（
名
称
）
一

阿
　
　
悶
二

宝
　
　
生
一

児
量
寿
（
阿

一

梵

一

帝

天空

‥一一

釈

一一

・
鎮
守
八
幡

一
兜
趾
艇
沙
門

言
四
山
寺
本
指
図
）
　
一

大
日
東
北
、
東
向

大
川
東
南
、
同

大
目
西
南
、
西
向

大
日
西
北
、
同

須
弥
壇
四
方
、
西
向

　
同
東
方
、
東
向

須
弥
塊
下
、

　
同
、
同
、

ﾂﾞ伺

隣八西

ぃ
‥
ヨ
ロ
則
り
　
　
‐
‐

（
ｊ
べ
Ｊ
一
日
制
限
μ
）
　
　
　
・

大
日
東
北
、
西
向

大
日
東
南
、
同

大
日
西
南
、
東
向

大
日
西
北
、
同

須
弥
壇
東
方
、
西
向

ナナ同

西
方
、
東
向

-- 一 一

　
右
の
如
く
五
仏
の
中
で
、
中
尊
を
除
く
四
仏
の
向
き
が
逆

で
ム
リ
、
又
如
何
た
る
理
由
に
よ
つ
て
か
梵
釈
二
天
は
東
西

Ｊ
ご
『
’
の
位
置
士
豆
（
に
し
て
い
る
。
し
か
し
五
仏
、
五
菩
薩
、
五

大
明
王
の
位
殴
け
三
者
共
全
く
同
じ
で
あ
り
、
こ
の
点
に
お

い
て
に
高
山
寺
指
図
も
法
三
宮
真
寂
法
親
王
撰
「
不
漁
鈴
等

記
」
と
企
く
相
違
し
て
い
ろ
。
又
高
山
寺
木
指
図
が
書
か
れ

穴
当
時
に
ム
つ
て
げ
、
か
の
兜
践
晩
沙
門
井
に
鎮
守
八
幡
神

像
が
講
堂
内
に
、
し
か
も
一
つ
の
柱
間
の
中
に
安
固
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
示
し
て
い
ろ
。
膝
張
約
三
尺
と
い
う
大
号
な
八

幡
神
像
几
貼
（
小
べ
こ
武
内
宿
禰
像
七
加
え
牡
ば
四
貼
）
と

兜
践
晩
沙
門
と
が
、
一
つ
の
柱
開
に
如
何
に
納
め
ら
れ
て
い

た
か
は
興
味
の
あ
ろ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
指
図
で
け
八
幡
ぱ
貞

四
角
に
線
分
囲
支
牡
て
お
り
、
ヤ
て
ら
く
に
四
角
の
厨
子
内

に
、
前
後
こ
列
に
列
べ
て
納
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

す
る
と
こ
の
厨
子
が
兜
践
咀
沙
門
と
共
に
、
一
丈
三
尺
の
社

間
（
東
宝
記
に
よ
る
。
社
内
太
さ
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
実

際
の
空
間
は
二
丈
程
で
あ
う
っ
か
。
）
　
に
並
べ
て
置
か
九
て

い
て
も
無
理
な
こ
と
と
は
考
え
ら
九
た
い
。

　
次
に
こ
の
指
図
江
何
時
頃
の
状
態
を
示
す
ｙ
が
重
塵
庖
問

題
で
ふ
る
。
五
谷
薩
中
尊
白
と
こ
ろ
に
、
墨
書
で
「
金
剛
薩

埋
」
と
あ
る
が
、
‘
’
ろ
「
薩
垣
」
を
朱
書
で
「
波
羅
蜜
」
と

改
め
、
そ
内
左
に
同
じ
く
朱
で
「
－
中
尊
金
剛
波
羅
蜜
定
説

也
、
建
久
年
中
之
比
東
寺
修
造
之
時
予
親
見
之
、
有
御
争
御

記
不
可
不
審
」
と
記
さ
九
丁
、
い
る
。
こ
の
朱
書
昌
筆
跡
を
兄

る
と
、
高
山
寺
所
蔵
「
写
瓶
次
第
」
（
甲
二
四
七
廿
）
丹
の
他

の
定
真
筆
奥
書
と
極
め
て
よ
く
類
似
し
て
い
ろ
。
文
巾
白

　
「
建
久
年
中
之
比
東
寺
修
造
之
時
」
と
は
文
党
上
人
の
・
発
起

に
よ
る
建
久
八
乍
０
重
々
修
理
を
意
味
す
る
七
〇
で
か
ろ
。

前
述
「
写
瓶
次
第
」
の
奥
書
に
に
「
延
応
元
年
八
月
之
比
出

雲
律
師
御
房
有
御
随
身
給
之
幸
也
、
丙
同
五
判
九
日
書
之
ｒ
、

但
端
（
自
筆
、
奥
（
誂
弁
海
公
所
書
写
也
、
午
時
年
六
十
六

哀
之
、
定
立
・
記
之
」
と
あ
り
、
定
員
は
延
応
元
年
に
は
六
し

六
才
で
九
丿
こ
。
従
っ
て
辻
久
八
年
東
寺
修
造
白
・
際
に
は
彼

は
二
十
四
才
で
、
当
時
彼
が
講
堂
仏
像
毎
子
細
に
検
分
し
て

い
て
も
何
等
差
支
え
ご
卜
。
従
っ
て
こ
の
朱
書
０
筆
者
七
、

文
中
の
「
子
」
礼
共
に
高
山
与
方
便
行
院
の
定
立
と
考
・
几
て

誤
九
い
で
ム
ろ
う
。
か
く
し
て
木
指
図
が
書
か
九
七
の
に
、

少
く
と
も
定
真
の
寂
年
建
長
元
年
以
前
で
あ
る
。

　
更
に
指
図
の
内
容
毎
検
討
し
て
八
る
と
、
鎮
守
八
幡
が
講

堂
内
に
安
匝
さ
札
て
い
九
峙
が
木
指
目
成
立
白
年
代
推
定
に

一
つ
の
手
懸
り
か
与
え
て
く
れ
る
。
東
宝
記
第
三
、
鎮
守
八

幡
宮
、
コ
当
社
辺
宮
事
」
の
・
項
に
は
「
建
久
八
年
四
月
六
口

八
幡
宮
御
正
貼
奉
渡
新
社
、
執
行
厳
慶
沙
汰
也
、
余
人
不
寄

Ｊ４



云
々
、
文
覚
上
人
修
理
奉
行
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
即
ち

こ
の
時
八
幡
宮
の
社
殿
が
新
に
造
営
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

こ
の
建
久
八
年
以
前
に
は
鎮
守
八
幡
が
如
何
に
な
っ
て
い
た

か
は
明
瞭
で
な
い
。
社
殿
修
理
の
為
、
神
像
が一
時
的
に
講

堂
に
安
置
さ
れ
て
い
た
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
指
図
は

建
久
八
年
四
月
を
若
干
溯
る
頃
の
状
態
を
示
す
も
の
と
言
い

う
る
。
東
宝
記
第
二
、
塔
婆
、ご
代
々
造
営
次
第
」
の
項
に

は
、「
東
要・記
下
云
、
天
喜
三
年
八
月
廿
二
日
丁
未
夜
半
、
東

寺
塔
為
雷
火
焼
亡
、
仏
像
并
八
幡
三
所
御
影
皆
奉
取
出
、
安

束
寺
講
堂
指
図

置
金
堂云
弋
皿皿≒
‰
遣金」
と記
されて
おりヽ
天
喜

三
年
に
鎮
守
八
幡
宮
は
焼
失
して
八
幡
神
像
は
金
堂
に
安置

さ
れ
たこ
と
が知
ら
れ
る
。
し
か
しこ
の
後
建
久
八
年
迄
の

八
幡
宮
のこ
と
は
明
に
す
るこ
と
が出
来
な
い
。
も
し
もこ

の
後
、
鎮
守
八
幡
宮
の
社
殿
が造
営
さ
れ
な
かっ
た
と
す
る

な
ら
ば、
神
像
は
何
時
か
ら
か
金
堂
よ
り
講
堂
に
移
さ
れて
、

建
久
八
年四
月
に至っ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
、
本
指図
は

こ
の
間
の
状
態
を
現
して
い
る
わ
けで
あ
る
。乂
天
喜三
年

－
建
久八
年
の間
に再
び
造
営
、
焼
失
を
見
た
か
も
わ
か
ら

ない
。
か
く
の
如
く
種
の々
憶

測
が
成っ
の
で
あ
る
が、
何
れ

にし
て
も
本
指図
は少
く
と
も

皿
建久
八
年四
月
の
文
覚上
人の

調
手
に
よ
る
東
寺
修
理以
前の
状

忽
態
を示
す
もの
とし
て
差
支
え

講
　な
いで
あ
ろ
うＯ

寺東
　な
お
東
宝
記
第一
、
食
堂
、

「
本
尊形
像
丿四い

の
項
を
見

る
と「
或
記云
、
地
蔵
菩
薩元

在西
寺
、
吮
沙
門元
在
羅
城
門

楼
上
、
各
顛
倒
之
刻
、
被
渡
当

方
二
弋
此二
尊
最
初
講
堂
壇

瀋
下
東西
安
置
之ヽ
後被
移
食
堂

奥第
云
々
」、と
あ
る。
こ
の
吐
沙
門

歇
　とは
前
後の
記
事
から
考え
て

写
兜
跋
吮
沙
門
の
こ
とで
、
且
て

は
地
蔵菩
薩
と共
に
講
堂須
弥

壇下
の
東西
に
安
置
さ
れて
い

た
とい
う
。し
か
る
に木
指図

に
は須
弥
壇下
西
方
に
兜
跋吮
沙
門
のみ
が記
さ
れて
いて
、

地
蔵
菩
薩
は記
さ
れて
い
ない
。
そ
れ故
兜
歇
吮
沙門
が食

堂に
移
さ
れ
たの
は
本
指図
成
立以
後の
こ
とで
あ
る
。
次

に
地
蔵菩
薩
につ
い
て
考え
て
み
る
气
。こ
の
像
は
も
と西

寺
に
あっ
た
と言
わ
れて
い
る
が
、
東
宝
記
の内
に
於て
も

必
し
も
こ
の
説
を
とっ
て
い
る
わけ
で
な
く「
於
地
蔵
像
者
、

寺
辺
輩不
知由
緒
」
とも
記
し
て
おり
、真
偽の
程
は明
で

ない
。本
指
図
に
は
本
像
の
位
置
が記
さ
れて
い
な
い
ので
、

こ
れは
建
久
八
年
を若干
溯
る頃
に
は講
堂内
に
置
か
れて

い
な
かっ
たこ
と
が知
ら
れ
る。
し
かし
講
堂か
ら
食
堂
に

移
さ
れた
の
はこ
れ以
前で
あ
る
か以
後で
あ
る
か
は明
で

ない
。
な
お木
指
図
で
は兜
跋
吮
沙
門
が須
弥
壇下
西
方
に

安
置
されて
い
る
か
ら、
地
蔵菩
薩
像
は
東
方に
置
か
れて

い
たの
で
あろ
う
。

こ
の「
東
寺
講
堂
指図
」
は
、
も
と
樮
にニ
ッ
枡
、
縦
に

四
ッ
枡
に
畳
んで
保
存
さ
れて
い
た
よ
うで
あ
る
が、
現
在

こ
の
前
に
装
幀
さ
れて
い
る「
東
寺
講
堂
五
菩
薩
中
方
菩
薩

事」
も
、同
様に
畳
ま
れて
い
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
枡
目

間
の
寸
法
は両
者共
全
く同
じ
と
言っ
て
差
支
え
な
い
。
端

裏
に
は共
に「
東
第
六」
と
あ
り
、
高山
寺
東
経
蔵
第
六
箱

に
合せ
納
め
ら
れて
い
たこ
と
を示
して
い
る
。「
束寺
講

堂五
菩
薩中
方
菩
薩
事」
の
巻頭
に
も「
方
便
智院
」
の
長

方形
朱印
が捺
さ
れて
お
り
、
そ
の
料
紙
も
漉
返
し
斐
紙二

紙
を用
いて
い
る
。
し
か
し
そ
の
紙
色
は
指
図
と
は
僅に
異

っ
て
お
り
、
筆
跡
も
亦
相
違
して
い
る
。
か
くの
如
く
紙
色
、

筆
跡
等
は
異っ
て
い
る
が、両
者
の
内
容
は共
に
東
寺
講
堂

に
関
係
があ
り
、
も
との
所
在
場
所
も同
じで
あ
る
ば
かり

か
、
畳
み
方
迄
も
同
じで
あ
る
とい
うこ
と
は、
心
と
も
と
５

両
者
が相
関
連
す
る一
具
の
もの
とし
て
扱
われ
て
来
たこ
Ｊ
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と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
（
残
念
な
が
ら
、
最
近
の
装
拉
に

よ
っ
て
古
い
形
が
わ
れ
て
し
ま
い
、
両
者
の
本
来
的
存
在
状

態
か
確
め
る
こ
と
は
不
可
能
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
）
。
な
お

木
書
の
未
尾
に
は
「
元
暦
元
年
九
月
五
日
書
之
金
剛
仏
子
興

然
本
」
と
あ
る
こ
と
、
そ
の
書
風
も
鎌
倉
時
代
前
期
を
下
ら

な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
又
方
便
智
院
の
印
か
お
る
こ
と
、

か
ら
・
、
定
点
が
師
興
然
か
ら
伝
受
し
た
書
物
の
Ｉ
っ
と
考
え

ら
れ
な
く
も
な
い
。

　
木
書
は
講
堂
中
方
菩
薩
に
関
す
る
勝
定
房
阿
闇
梨
（
恵

‥
‥
‥
）
と
正
党
房
上
人
（
覚
饌
）
と
の
議
論
を
も
と
に
し
て
心

覚
阿
闇
梨
が
諸
説
を
引
用
し
つ
つ
自
分
の
考
え
を
記
し
た
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
　
寺
　
講
　
堂
　
平
　
面

天長図張の平面

建久８年以前の平面

の
で
あ
る
。
東
宝
記
第
一
、
講
堂
五
菩
薩
中
尊
の
項
に
「
此

尊
像
、
中
古
恵
什
闇
梨
党
元
上
人
有
相
論
事
云
々
、
子
細
別

記
」
と
あ
る
が
、
こ
の
党
元
上
人
と
は
正
党
房
党
鏝
の
誤
で

　
　
（
註
）

あ
る
。
こ
の
相
論
と
は
木
書
に
記
さ
れ
て
い
ろ
恵
付
と
覚
厩

の
問
答
の
こ
と
で
、
「
別
記
」
と
は
本
書
の
内
容
そ
の
も
の
と

は
断
定
出
先
な
い
が
、
少
く
と
も
こ
れ
に
類
似
し
大
内
容
七

持
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
東
寺
講
堂
の
仏
像
特
は
如
何
な
る
教
義
に
基
い
て
造
立
さ

れ
た
か
、
と
い
う
こ
と
は
古
来
問
題
に
さ
れ
て
来
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
有
名
な
十
巻
抄
の
撰
者
と

い
う
返
什
、
伝
法
院
流
の
・
祖
覚
饌
二
人
の
議
論
を
記
し
て
あ

変
　
辺
　
図
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●
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ろ
上
に
、
別
尊
雑
記
等
の
撰
者
と
し
て
々
枇
・
‥
四
い
心
覚
が
他
・
の

諸
説
を
引
用
し
マ
ツ
日
分
の
考
え
を
も
述
べ
て
い
る
点
て
重

要
な
資
料
と
言
え
よ
う
。
こ
の
全
文
も
紹
介
の
価
値
あ
り
と

考
え
ら
れ
る
が
、
紙
数
の
都
介
上
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
註
　
覚
澄
の
「
凌
」
を
音
に
従
っ
て
梵
字
で
記
す
と
、
そ
の
形
は

　
　
　
「
元
」
と
類
似
し
て
卜
る
。
。
従
っ
て
東
宝
記
の
筆
者
が
梵
字
の

　
　
　
「
バ
ソ
」
を
「
元
」
と
誤
記
す
る
こ
と
は
Ｉ
ド
分
号
え
ら
れ
る
と

　
　
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
も
覚
跨
は
嘉
保
二
年
（
右
窃
）
に
生
れ
て

　
　
康
治
二
年
｛
｝
）
ね
）
に
歿
し
て
い
る
。
又
忠
什
の
活
躍
期
は
医

　
　
延
元
年
（
１
１
３
５
）
前
後
で
、
両
者
が
議
論
を
行
っ
て
い
て
も
㈲

　
　
等
差
支
え
は
な
い
。
そ
れ
故
私
は
「
覚
元
」
と
は
覚
一
そ
の
人

　
‘
の
こ
と
と
推
定
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
（
川
中
　
唸
）

●

●

●
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二

　
現
在
の
東
寺
講
堂
は
従
来
、
文
明
十
八
年
｛
｝
差
）
の
火
災

後
、
慶
長
二
年
｛
｝
―
）
に
再
建
さ
れ
た
と
い
八
・
れ
て
い
た
が
、

慶
長
十
一
年
の
同
寺
金
堂
と
比
較
す
れ
ば
、
形
式
の
点
て
、

や
や
古
く
遡
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
、
最

近
の
解
休
修
理
で
反
省
さ
れ
た
。
幸
い
、
偶
然
々
事
か
ら
、

醍
醐
与
文
書
の
中
に
、
東
与
一
長
者
性
深
の
沙
汰
に
よ
り
、

延
徳
三
年
｛
｝
自
）
二
月
十
八
口
に
１
始
を
行
い
、
翌
二
月
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
二
）

卜
一
目
に
立
柱
を
行
っ
た
こ
と
、
同
じ
く
木
尊
御
衣
木
の
・
加

持
を
明
応
二
年
（
１
４
９
３
）
　
―
　
1
月
二
十
七
日
に
行
っ
た
こ
と
を

知
る
こ
と
が
で
占
る
文
書
か
お
る
の
を
知
り
、
室
町
本
の
建

築
で
仏
石
こ
と
が
明
か
に
ご
っ
た
。
又
、
解
休
で
知
こ
れ
た

こ
と
は
、
柱
礎
や
、
表
面
が
漆
喰
で
塗
り
足
白
ご
れ
て
い
た

須
弥
壇
の
心
、
又
同
様
、
今
の
基
壇
で
二
く
さ
れ
て
い
た
凝

灰
岩
の
地
位
等
は
創
建
当
初
の
も
の
と
号
与
い
れ
、
平
面
の

基
本
は
全
く
勁
い
て
い
’
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
も
り
に
平

面
の
基
木
に
創
建
当
時
の
も
の
が
比
較
的
む
く
残
つ
て
い
る

こ
と
に
、
こ
の
建
物
が
天
長
二
年
（
ヨ
）
四
月
二
十
四
日
に

建
立
さ
れ
始
め
て
以
来
、
文
明
十
八
年
の
焼
亡
ま
で
、
よ
く

保
た
れ
て
い
た
こ
と
、
空
だ
、
罹
災
後
、
僅
か
五
節
年
の
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
二
）

月
の
後
に
再
建
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
東
寺
講
堂
の
創
建
当
初
の
平
面
に
・
つ
い
て
に
天
長
二

年
に
勅
定
か
お
り
、
そ
の
時
の
図
張
一
巻
が
後
に
鳥
羽
勝
光

明
院
宝
蔵
の
中
に
お
さ
め
ら
牡
、
文
保
年
中
（
回
～
）
に
常

盤
井
御
所
で
収
蔵
目
皿
が
検
知
さ
れ
た
時
に
、
写
し
が
と
ら
れ
、

そ
れ
に
こ
り
宍
東
宝
記
』
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
を
見
る
。

汗
の
図
と
比
較
し
て
同
記
の
編
者
呆
宝
ぱ
当
時
様
と
い
う
図

か
掲
げ
、
天
長
図
張
は
「
連
子
二
具
、
壁
十
四
間
」
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
東
　
寺
　
講
　
堂
　
指
　
図

が
、
当
時
は
「
連
子
四
具
、
壁
十
二
間
也
、
南
面
東
西
端
、

各
二
箇
間
連
子
也
」
と
し
、
中
古
修
造
の
峙
に
こ
の
よ
う
に

し
た
も
の
か
。
中
古
修
造
の
時
と
い
う
の
ぱ
長
治
年
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
三
）

（
１
１
０
４
-
１
１
０
６
）
の
こ
と
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
図
に

対
し
、
既
に
示
し
た
栂
尾
高
山
寺
所
蔵
図
は
連
子
が
な
く
、

扉
の
位
置
が
変
っ
て
い
る
点
に
和
違
す
る
。
こ
の
こ
と
に
よ

り
、
こ
の
図
が
建
久
八
年
（
Ｅ
ご
以
前
の
状
態
を
示
す
七
の

と
す
れ
ば
、
天
長
二
年
以
後
建
久
八
年
ま
で
に
改
造
さ
れ

　
（
長
治
の
頃
か
）
、
さ
ら
に
巣
宝
が
見
た
時
ま
で
に
改
造
さ
れ

て
い
た
も
の
か
。
　
（
註
三
に
示
し
た
康
安
修
造
の
時
か
ー
そ
の

時
と
す
れ
ば
、
詳
し
い
記
述
が
あ
る
筈
で
あ
る
か
ら
、
そ
う
で
な
い

か
も
知
れ
な
い
）
或
は
天
長
図
張
ぱ
計
画
だ
け
で
あ
っ
て
実
際

は
高
山
寺
の
図
の
如
き
も
の
が
た
て
ら
れ
、
建
久
後
に
改
造

さ
れ
た
も
の
か
。
呆
宝
が
説
い
た
だ
け
に
止
ら
な
い
問
題
が

提
供
さ
れ
た
。
な
お
、
延
徳
造
営
の
現
存
の
も
の
は
以
上
の

　
　
　
　
　
研
究
成
果
刊
行
物

三
図
と
も
異
り
、
衷
四
面
の
扉
の
位
置
が
前
面
よ
り
二
開
目

に
あ
り
、
連
子
の
な
い
０
は
高
山
寺
ｏ
図
に
等
し
い
。

　
註
一
　
高
山
寺
所
蔵
文
書
（
『
高
山
寺
遺
文
抄
』
、
東
寺
文
書
、
二

　
　
六
）
に
延
徳
三
年
三
月
十
四
日
付
で
当
寺
大
工
職
争
論
事
が
あ

　
　
り
成
敗
あ
る
ま
で
立
柱
上
棟
を
延
期
せ
よ
と
あ
る
。

　
　
そ
の
立
柱
上
棟
は
講
堂
の
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
註
二
　
現
在
の
仏
像
が
、
文
明
の
火
炎
に
罹
っ
で
も
、
中
央
の
五

　
　
仏
と
五
菩
薩
中
の
金
剛
波
羅
密
の
五
体
を
除
き
、
多
く
の
諸
尊

　
　
が
造
立
当
初
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
は
、
火
炎
に
あ
た
り
焼
亡
を

　
　
免
れ
る
よ
う
持
出
し
に
努
力
し
た
こ
と
を
語
り
、
そ
の
努
力
は

　
　
ま
た
講
堂
を
早
く
再
建
す
る
こ
と
に
結
晶
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
『
東
寺
長
者
補
任
』
に
よ
れ
ば
、
明
応
六
年
（
１
４
９
７
）
に
講
堂

　
　
本
尊
大
日
如
来
を
造
っ
た
と
し
て
い
る
か
ら
、
建
物
は
そ
れ
ま

　
　
で
に
で
き
上
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
註
三
　
『
東
宝
記
』
第
三
「
当
寺
代
々
修
造
之
事
」
と
あ
る
中
に

　
　
康
安
元
年
（
１
３
６
１
）
六
月
に
連
日
地
震
が
あ
り
、
講
堂
が
傾
き

　
　
危
い
の
で
翌
二
年
八
月
よ
り
十
月
に
か
け
て
修
理
し
、
そ
の
時
、

　
　
番
匠
の
計
い
に
ま
か
せ
て
柱
毎
に
貫
木
を
加
え
た
と
あ
る
の
を

　
　
見
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
杉
　
山
　
信
　
三
）
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